鈴木 財務 大 臣 ・ 人 金融 担当 大 臣 
FIN/SUM 2022 開会 挨拶 


2022 年 3 月 30 日 【 ビ デオ 出演 】 


金融 担当 大 臣 の 鈴木 俊一 で ご ざい ます 。 

本 日 は フィ ン サ ム (FIN/SUM) 2022 に ご 参加 頂き まし て 、 誠 に 
有難 う ご ざ いま す 。 金 融 計 シン ポジ ウム の 開催 に 当たり 、 主 催 者 
と し て ご 挨拶 申し 上 げ ま す 。 


社会 全体 の デジ タル 化 が 加速 する 中 、 ブ ロッ クチ ェ ー ン や A 
I と いっ た 革新 的 技術 を 活用 し た 、 多 様 な 金融 商品 ・ サ ービス の 
提供 が 進み つつ あり ます 。 従 来 の 金融 機関 の みな ら ず 、 ス ター ト 
アッ プ 企 業 や 、 非 金融 事業 を 営ま れ て いた 事業 者 な ど 、 様 々 な ブ 
レイ ヤー の 方 々 が 金融 分 野 に お ける イノ ベー ショ ン に チャ レン 
ジ し て いく 動き を 、 大 い に 歓 迎 し て お り ま す 。 


な ぜ な ら 、 こ うし た 新た な 金融 サー ビス が 、 少子 高齢 化 、 気候 
変動 、 地方 創 生 、 中 小 企業 の 成長 支援 と いっ た 、 我が国 お よび 国 
際 社 会 が 抱え る 社会 課題 の 解決 や 、 経 済 の 持続 的 成長 に 貢献 す 
る 可能 性 を 有 し て いる か ら で す 。 

フィ ン テ ッ ク に よる 社会 課題 解決 へ の 貢献 の 事例 と し て 、 例 
えば 欧州 や 米国 で は 、 主 に 若い 世代 を ター ゲッ ト と し て 、 商 品 製 
造 時 に 排出 し た 二酸化 炭素 を 推定 し 、 ア プリ 上 で 表示 ・ 比 較 す る 
よう な 機能 を 提供 する サー ビス が 拡大 し て いま す 。 持続 可能 な 
社会 の 構築 に 向け て 重要 な こと は 、 一 人 一 人 が 責任 ある 行動 を 
と る こと で す 。 テ クノ ロジ ー の 活用 を 通じ て 、 人 々 の 行動 変容 を 
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促す よう な 金融 サー ビス が 発展 ・ 普 及 す る こと は 、 大 変 望ま し い 
こと だ と 思い ます 。 


また 、 プ ラッ ト フ ォ ー マ ー に より 人 金融 サー ビス が 提供 され 、 デ 
ジタル 資産 や キャ ッシュ レス 決済 手段 が 普及 する な ど 、 デ ジ タ 
ル 化 に 対応 し た 新た な 金融 サー ビス が 拡大 する 中 で 、 人 金融 庁 と 
し て も 、 新 た な 成長 の エン ジン を 人 金融 面 か ら サ ポー ト す る た め 
の イノ ベー ショ ン 支 援 を 行っ て いく こと が 不可 欠 で す 。 

それ と 同時 に 、 利 用 者 保護 や 金融 シレ ステ ム の 安定 、 金 融 犯 罪 の 
抑止 と いっ た 環境 整備 も 適切 に 行っ て いく 必要 が あり ます 。「 規 
制 は イノ ベー ショ ン の 障害 だ 」 と 考え る 方 も いら っ し ゃ る か も 
し れ ま せん が 、 国 民 が 安心 し て 利用 で き な い サー ビス に 持続 可 
能 性 や 発展 は 望め な いと 思い ます 。 規制 当局 者 や ビジ ネス 関係 
者 、 エ ンジ ニア な どの 間 で 、 考 え 方 に 違い が ある か も し れ ま せん 
が 、 関係 者 間 で よく 対話 し 、 協調 関係 を 築く こと で 、 適切 な 規制 
環境 の も と イノ ベー ショ ン を 後押し し 、 未 来 に 向け て 価値 を 創 
造 し て いく こと が で きる と 信じ て いま す 。 


更に 、 日 本 が ビジ ネス を 行う 場 と し て の 魅力 を 向上 させ る た 
め に 、 国際 金融 セン ター を 目指 し て 人 材 ・ 企 業 ・ 資 金 を 呼び 込ん 
で いく こと も 重要 で す 。 人 金融 庁 で は これ まで 、 関 係 省庁 と 連携 
し 、 行政 の 英語 対応 、 規制 ・ 税 制 に 係る 措置 、 ビ ジネス 環境 や 生 
活 面 の 課題 の 改善 な どの 様々 な 取組 み を 進め て まい り ま し た 。 
今後 、 さ ら に 海外 の 資産 運用 業者 等 の 誘致 に 努め て いく ほか 、 世 
界 ・ ア ジア に お ける 持続 可能 な 社会 の 構築 に 向け た 投 融 資 の 活 
性 化 に 貢献 すべ く 、「 グ リー ン 国 際 金 融 セ ンタ ー」 を 含め た サス 
テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス 推進 の た め の 環 境 整 備 を 強力 に 推進 し て 
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まい り ま す 。 


いずれ の 論点 に も 共通 する の は 、 社 会 課題 解決 と 経済 の 持続 
的 成長 に 向け て 、 金 融 当 局 も 含め た 金融 の エコ システム が 更に 
拡大 ・ 成 長 し て いく 必要 が ある と いう こと で す 。 そこ で 、 本 シン 
ポジ ウム の テー マ を 「 ス ケー リン グ ・ フ ァ イ ナ ンス ・ フ ォ ー・ サ 
ステ ナブ ル ・ グ ロー ス 」 (Scaling Finance for Sustainable 
Growth) と し まし た 。 本 日 ご 参加 ・ ご 視聴 頂い て いる 皆様 に は 、 
ぜひ と も その 担い 手 に な っ て 頂き た いと 考え て いま す 。 


最後 に な り ま す が 、 ご 登壇 者 の 皆様 に は 御礼 を 申し 上 げ る と 
と も に 、 共 催 者 と し て 、 本 カン ファ レン ス の 開催 に ご 尽力 いた だ 
いた 日 本 経済 新聞 社 に も 感謝 を 申し 上 げ ま す 。 本 日 の 議論 が 実 
り 多 きも の と な り 、 皆 様 の ビジ ネス に お ける イノ ベー ショ ン の 
実現 に 貢献 する も の と な る こと を 祈念 し て お り ま す 。 ご 清 聴 あ 
り が と う ご ざ いま し た 。 

( 以 上 ) 


